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　八女市祈祷院出身の私の家族は、兄弟姉妹五人全員、福島高校出身です。末弟の

黒木実馬君は防衛大学に進み国防一筋の人生を歩きました。彼は、障害者に対する

思い入れが一際強く、十数年前からＮＰＯ法人車椅子ダンス普及会を設立、現在は

全国に４００もの支部を有する組織を作り上げました。彼は、防衛大学で戦史の教

鞭をとったこともあり誰の紹介も受けず韓国救国の将軍白善　閣下の門を叩きました。

以来、韓国の障害者施設との草の根交流に大いに努力してきました。この長年にわ

たる日本と韓国との草の根交流に貢献したということでこの度、日韓交流基金で顕

彰の対象となり日本韓国の四団体の一つに選ばれました。 

　12月９日、東京四谷の韓国文化院で第五回高円宮記念日韓交流基金顕彰式典が行

われました。私も、活動の初めから参画したというので陪席を許されました。当日

は参会者１５０名、高円宮妃のご臨席もあり晴れがましい雰囲気でした。現在日本

と韓国の間は、色々な問題があり必ずしも良好な関係とは言えません。しかし、こ

のような時こそ民間レベルでの友好親善が必要です。私は、宮内庁に勤務して天皇

陛下が皇太子の時、皇太子侍従を務め、昭和天皇大喪の礼や、天皇即位の礼を務め

た私と同期の昭和28年福島高校出身、中島宝城君について高円宮妃殿下にお話しし

ました。妃殿下も宝城君について大変良くご存じで、喜んでいただきました。車椅

子ダンス普及会は、本部を久留米市に置き八女地区でも多くの方々の協力を得てい

ます。今回の受賞を大きな飛躍として関係者一同今後とも努力していく所存です。

　詳しい活動は八女支部長　樋口芳子　124-5462迄お尋ね下さい。 

　　　演習林体験実習　　　　　八女農業高等学校 
　黒木町の本校演習林で、１年生全員で間伐や下草刈りを行

いました。一昨年７月の九州北部豪雨でマイクロバスが通れ

なかった道も通れるようになりました。午前中は、ふくおか

森林インストラクター会の方から、森林には環境保全・土壌

保全・水質浄化などの大切な役割があることをわかりやすく

説明していただきました。午後の実習では、女子は、長鎌を

使ってシダやいばら等の下草を丁寧に刈っていきました。男

子は、チェーンソーや鋸を使って間伐をしました。怪我がな

いように切り方や間伐方法を八女森林組合の方から教わりな

がら行いました。同窓会やＰＴＡの方々も多数参加してもら

って一緒に山の手入れをすることができました。 
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八女農みらい館今月の開館日 

４日（火）、７日（金）、14日（金）、18日（火）、21日（金）、25日（火）、

28日（金） 

毎週火曜日と金曜日の２回販売時間は、10時30分～12時30

分です。多くの皆様がお越しいただくことを心よりお待ちし

ております。 

八女市大島 

山下　節子 
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高円宮記念日韓交流基金顕彰について　　　（横浜市）黒木　久夫 

山登り 
だよ 
人生は!

孫と登った八峰 

下草刈り 間伐の様子 

　平成26年は暖かく穏やかな新年を迎えることができた。今回は私の

登山を支える愛車スズキ、エスクード（平成6年式）を紹介します。今

年で20年間も大きなトラブルもなく、無事故で仲間や孫を運んでくれた、

まさに型は古いが雪にも強い頼りになるパートナーです。 

　さて昨年は孫の啓仁（小1）との登山は８回を数え、誰の手も借りず

自分の足で登頂した。楽な草原歩きもあれば、ロープを使ってのガケ

登りにも難無くクリアしてゆく。かえって手ごわいルートの方が達成

感でいっぱいだ。山に登るのは決して楽ではないけれど山頂に着けば絶景が待って

おり、爽快さを二人で味わう至福の一時である。 

　初級の脊振山から中級の宝満山

そして上級の久住山へ八峰の累計

は8344メートル、これはエベレス

トに匹敵する。 

　「じいちゃん、僕が大きくなっ

たら一緒にエベレストに登ろうね」

だって。 

　その時まで元気にしとるじゃろ

かー。そんな事を夢みる“じい”

であった。 

八女文化連盟写真部 

樋口　清人 


